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ど

じ
ょ
う
そ
と
ば
り

よ
つ

や
　
ェ〕
も
ん
が
い
は
じ
づ
め
　
　
お

ほ
り
ば
た

茎

Ｆ

江

戸

城

外

堀

跡

ａ

谷
御
門
外
橋
講

御
堀
端

ま
ち

や

町
屋
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
四
谷

一
丁
目
先

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
１

一
九
九
四
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
地
下
鉄
七
号
線
溜
池

・
駒
込
間
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
川
章
雄

。
池
田
悦
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
江
戸
城
関
連
施
設
跡

・
町
屋
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
区
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
四
ッ
谷
駅
に
西
接
し
、
営
団
地
下
鉄
南
北
線
建

設
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し

て
発
掘
さ
れ
た
四
ッ
谷
駅
舎
地

＞

点
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
約

螂
　
一
七
九
二

・
七
ポ
、
調
査
は
、

棘
　
一
九
九
〇
年
九
月
か
ら

一
九
九

東階

四
年
九
月
に
か
け
て
断
続
的
に

立
ロ醜
約
二
二
カ
月
間
行
な
わ
れ
た
。

棘

標
高
は
約
二
人

・
四
―

一
人

・

五
ｍ
を
測
る
。

／

／

／

／

／

本
遺
跡
は
い
江
戸
城
か
ら
西
に
の
び
る
甲
州
街
道
が
江
戸
城
外
堀
を
渡
る
地

点
に
設
け
ら
れ
た
、
四
谷
御
門
の
土
橋
と
そ
の
周
辺
に
あ
た
る
。
外
堀
沿
い
に

南
に
行
く
と
、
喰
違
土
橋
、
さ
ら
に
赤
坂
御
門
が
あ
り
、
北
に
は
市
谷
御
門
が

位
置
し
て
い
た
。

今
回
紹
介
す
る
七
点
の
墨
書
の
あ
る
部
材
は
、
第
○
〇
九
号
遺
構

。
第

一
人

号
遺
構
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
第
○
〇
九
号
遺
構
は
木
桝
、
第

一
人
号
遺
構
は

｀ 第18号遺構

やヴ

遺構復原図



1998年 出上の木簡

木
樋
で
、
両
者
は
同

一
の
水
利
施
設
で
あ
る
。
墨
書
は
木
桝
の
底
板
外
面
に
四

カ
所
、
木
樋
に
三
カ
所
認
め
ら
れ
た
。
盛
上
の
堆
積
状
況
か
ら
、
第

一
人
号
遺

構
の
木
樋
は
、
寛
永

一
三
年

（
三
全
一工◇

に
完
成
し
た
外
堀
の
土
手
と
同
時

に
構
築
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
○
〇
九
号
遺
構
の
木
桝
は
、
そ
の

後
石
組
桝

（第
○
〇
四
号
遺
構
）
に
変
わ
る
。
さ
ら
に
、
玉
用
上
水

（創
設
承
応

三
年
・
三
ハ
五
四
）、
大
下
水

（設
置
明
暦
二
年
・
三
ハ
五
工◇

の
遺
構
に
伴
う
盛

上
が
本
遺
構
の
上
に
の
る
。

従
っ
て
、
墨
書
を
伴
う
こ
れ
ら
の
遺
構
の
時
期
は
、
寛
永

一
三
年
の
外
堀
普

請
の
際
、
同
時
に
構
築
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
文
献
史

料
か
ら
得
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
遺
構
の
時
期
と
遺
物
と
の
間
に
矛
盾
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
外
堀
構
築
時
の
盛
土
か
ら
は
織
部

・
志
野

・
唐
津

・
中
国
磁
器
青
花
、

本
遺
構
か
ら
は
初
期
伊
万
里
、
本
遺
構
の
上
に
の
る
盛
土
か
ら
は
雲
龍
荒
磯
文

な
ど
の
古
伊
万
里
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

第
一
人
口題
理
構

（木
樋
）

ω

　

「
小

四

郎

兵

へ

」
　

　

　

　

　

　

　

］
目

益

ｏ
反

Ｅ

ｏ
盆

望
書

１

１

切
　
　
「日
日
日

日
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
Φ］泉
トトｏ益
８

８
Ｐ
墨
書
１
２

熾
　
　
「日
日
日
―十
日
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
洋Φ∞ｏ×
トトΦ溢
導
試
μ
墨
圭〒
３

第
Ｏ
〇
九
号
遺
構

（木
桝
）

墨

書

１

６

。
「日

日

日
日
日
日
日
日
日
□
」
　
　
　
　
　
　
獣
３
×
Ｎ
８
×
８
只
Σ
辞
）
ａ
ｐ
墨
書
１
７

い
は
第

一
人
号
遺
構
の
木
樋
の
底
面
の
板
の
外
面
に
記
さ
れ
て
い
た
。
樹
種

同
定
の
結
果
、
こ
の
木
樋
の
材
は
ヒ
ノ
キ
属
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
で
あ
っ
た
が
、
コ

ウ
ヤ
マ
キ
は
近
世
江
戸
に
お
い
て
珍
し
い
樹
種
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
墨
痕

は
明
瞭
で
あ
る
。
文
字
は

「小
四
郎
兵
へ
」
と
判
読
さ
れ
る
が
、
人
名
と
推
測

さ
れ
る
以
外
の
所
見
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
例
は
木
樋
の
内
側
の
補
強
材
に
記

さ
れ
て
い
た
。
墨
痕
は
薄
く
判
読
で
き
な
い
。
①
は
木
樋
の
西
側
継
目
の
底
面

の
内
面
に
記
さ
れ
て
い
た
。
墨
痕
は
薄
く
判
読
で
き
な
い
。

い
は
第
○
〇
九
号
遺
構
の
木
桝
底
板
の
外
面
に
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、

墨
書
１
４

・
５
は
同

一
部
材
に
記
さ
れ
、
墨
書
１
６
・
７
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
部

材
に
記
さ
れ
て
い
た
。
墨
書
１
４
の
墨
書
は
二
行
あ
り
、
右
行
は
比
較
的
明
瞭

に
残
っ
て
い
る
が
、
左
行
は
赤
外
線
カ
メ
ラ

（テ
レ
ビ
、
写
真
）
に
よ
り
判
読

さ
れ
た
。

墨
書
１
５
は
二
行
あ
り
、
左
行
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
り
読
め
た
が
、
右
行

４

　

　

・

日日会 員日 Z長
日日難 目日 
内票

墨
書
１
４

墨
書
１
５



第18号遺構・木樋Ⅱの墨書位置
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わ

Υ
ｌ
Ｊ
く
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リヽ

イ

墨書-1

，
もＬ
守
ゝ
耳

、Ъ
ぅ
ア

５
ｆ
η
／
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ｒ
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第18号遺構 (木樋)の墨書



1998年 出土の木簡

墨書-5 墨書-4

墨書-7 墨書-6
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第009号遺構 (木桝)の墨書



は
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き
な
い
。
墨
書
１
６
は
三
行
あ
り
、
右
行
は
赤
外
線
カ

メ
ラ
に
よ
り
読
め
た
が
、
中
央
と
左
行
は
人
名
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
薄
く
判

読
で
き
な
い
。
墨
書
１
７
は
二
行
あ
る
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
も
判
読
で

き
な
か
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

帝
都
高
速
度
交
通
営
団
、
地
下
鉄
七
号
線
溜
池

。
駒
込
間
遺
跡
調
査
会

『
四

谷
御
門
外
橋
詰

・
御
堀
端
通

・
町
屋
跡
』
全

九
九
六
年
）

同

『
四
谷
御
門
外
町
屋
跡
』
全

九
九
六
年
）

同

『
四
谷
御
門
外
橋
詰

・
御
堀
端
通

。
町
屋
跡

〈考
察
編
送

（
一
九
九
六
年
）

（池
田
悦
夫
）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
人
号

巻
頭
言
―
簡
贖
研
究
の
今
昔
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本ヽ

田
　
英

正

一
九
九
五
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪
　
平
城
京
跡
　
興
福
寺

旧
境
内
　
大
乗
院
庭
園
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
　
飛
鳥
京
跡
　
長
岡
宮
跡

長
岡
京
跡
①
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
宮
内
酒
殿

・
釜
所

・
侍
従
所
跡
　
大
坂
城

跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
森
の
宮
遺
跡
　
長
原
遺
跡
　
四
天
王
寺
旧
境
内
遺
跡

長
曽
根
遺
跡
　
入
佐
川
遺
跡
　
宮
内
堀
脇
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
香
住
ヱ
ノ

田
遺
跡
　
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
遺
跡
　
大
毛
池
田
遺
跡
　
駿
府
城

三
の
丸
跡
　
駿
府
城
跡
　
御
所
之
内
遺
跡
　
一韮
山
反
射
炉
　
大
師
東
丹
保
遺
跡

甲
府
城
関
係
遺
跡
　
居
村
Ｂ
遺
跡
　
北
条
小
町
邸
跡
　
宮
町
遺
跡
　
南
滋
賀
遺

跡
　
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
屋
代
遺
跡
群
　
大
族
田
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
市
川

橋
遺
跡
　
大
日
南
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
西
太
郎
丸
遺
跡
　
磯
部
カ
ン
ダ
遺
跡

横
江
荘
遺
跡
　
加
茂
遺
跡
　
豊
田
大
塚
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
五
社
遺
跡
　
寺
町

遺
跡
　
佐
渡
金
山
遺
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
　
桂
見
遺
跡
　
岩
吉
遺
跡
　
米
子
城
跡

八
遺
跡
　
山
崎

一
号
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
小
倉
城
跡
　
大
学
府
条
坊
跡
　
呉

服
町
遺
跡
　
松
崎
遺
跡
　
下
林
遺
跡
Ⅳ
区
　
昌
明
寺
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
八
）

塩
田
城
跡

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
白
樺
文
書

長
屋
王
家
木
簡
三
題

算
木
と
古
代
実
務
官
人

書
評
　
沖
森
卓
也

・
佐
藤
信
著

『上
代
木
簡
資
料
集
成
』

彙
報

Ｂ
・
Л
・ヤ
エ
ン

森
　
　
公

章

鈴

木
　
景

二

大

隅

清

陽

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円
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